








宮内庁三の丸尚蔵館所蔵　出品作品一覧　（第54回　美術染織の精華－織・染・繍による明治の室内装飾）

作品番号 作品名 作者名 員数 時代 ページ

1 塩瀬友禅に刺繍「南天に雀図」掛幅 一幅 明治10年代 p. 14-15

2 塩瀬友禅に刺繍「海棠に孔雀図」掛幅 西村總左衛門 一幅 明治14年頃（1881頃） p. 16-17

3 塩瀬友禅に刺繍「薔薇に孔雀図」掛幅 西村總左衛門 一幅 明治15年頃（1882頃） p. 18-19

4 塩瀬友禅に刺繍「嵐山渡月橋図」掛幅 一幅 明治20年頃（1887頃） p. 20-21

6 刺繡「嵐山春秋図」屏風 西村總左衛門 六曲一隻 明治23年（1890） p. 30-31

7 天鵞絨友禅「龍図」掛幅 一幅 明治23年（1890） p. 34

8 天鵞絨友禅「老松鷲虎図」掛幅 一幅 明治27年（1894） p. 35

9 天鵞絨友禅「修学院離宮図」掛幅 西村總左衛門 一幅 明治27年（1894） p. 36-37

10 綴錦「平等院鳳凰堂図」壁掛 西村治兵衛 一枚 明治28年（1895） p. 38-39

11
天鵞絨友禅「柘榴に小禽図」

「枇杷に鳩図」額
二面 明治30年頃（1897頃） p. 40-42

12 天鵞絨友禅「群魚図」額 一面 明治30年頃（1897頃） p. 43

13 都錦「大太鼓図」壁掛 佐々木清七 一枚 明治32年（1899） p. 44-45

14 刺繡「水中群禽図」額 西村總左衛門 一面 明治32年（1899） p. 46-47

15 刺繡「孔雀図」壁掛 飯田新七 一枚 明治33年頃（1900頃） p. 48-49

16 刺繡「四季草花図」屏風 飯田新七 四曲一隻 明治35年（1902） p. 50-51

17 天鵞絨友禅「嵐ノ図」掛幅 西村總左衛門 一枚 明治36年（1903） p. 52-53

18
綴錦「桐牡丹に孔雀図」壁掛

（「百花百鳥之図」壁掛のうち）
川島甚兵衞 二枚 明治38年（1905） p. 54-56

18
綴錦「楓芙蓉に鶏図」壁掛

（「百花百鳥之図」壁掛のうち）
明治38年（1905） p. 55-57

19 天鵞絨友禅「春色山水図」衝立 二基 明治36年（1903） p. 62

20 天鵞絨友禅「山水図」衝立 一基 明治36年（1903） p. 63

21 天鵞絨友禅「狩猟図」掛幅 一幅 明治30年代 p. 64-65

22 綴錦「草花図」壁掛 川島甚兵衞 一面 明治40年代 p. 66-67

23 刺繡「菊に鳩図」額 飯田新七 一面 明治44年（1911） p. 68-69

24 天鵞絨友禅「黒髪山中禅寺湖図」額 飯田新七 一面 明治44年（1911） p. 70

25 天鵞絨友禅「芦に鴨図」衝立 飯田新七 一基 明治44年（1911） p. 71

26 天鵞絨友禅「富士図」壁掛 一面 明治40年代 p. 72-73
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参考⑩

東宮御所（現、 迎賓館赤坂離宮）の束

側〔狩の間〕内部。 壁I面には川島甚

兵衛による綴錦「武士山狩」が飾ら

れた。（小川 一真撮影「束盆御所写真帖」
宮内庁杏陵部所蔵より）

参考⑪

沼津御用邸御殿のうち洋館室内。 明治

33年の皇太子（大正天皇）のご結婚を

機に翌年 、 洋館の御食堂と御杏斎が増

築された。 御因斎の壁面には、 ご結婚

のお祝いの品として献上された刺繍「孔

雀図」壁掛（作品番号15)が掛けられ

てしヽた。



1 塩瀬友禅に刺繍「南天に雀図」掛幅

1幅 明治10年代
209.5 X 78.0 

縦緯糸に生糸を使用し 、 密な平織である塩瀬織に友禅で図様を表し、 さら

に雪粉や雀などには刺繍を加えて表現している。 江戸時代から続く技法に

よって制作されているが 、 絵画的図様を室内装飾品に応用し始めた明治初

期の作例である。 本紙周囲の表装も 、 同じ塩瀬地に友禅染である。
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・各展覧会図録中，作品名や作者，制作年などの表記は，図録発行当時のものです。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録の著作権はすべて宮内庁に属し，本ファイルを改変，再配

布するなどの行為は有償・無償を問わずできません。 

 

・三の丸尚蔵館の展覧会図録（PDF ファイル）に掲載された文章や図版を利用する場合

は，書籍と同様に出典を明記してください。また，図版を出版・放送・ウェブサイト・

研究資料などに使用する場合は，宮内庁ホームページに記載している「三の丸尚蔵館収

蔵作品等の写真使用について」のとおり手続きを行ってください。なお，図版を営利目

的の販売品や広告，また個人的な目的等で使用することはできません。 

 














